
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農村基盤研究領域 地域計画担当 

集落連携による棚田再生計画作成ワークショップ 

高知県いの町中央地区（学校区）を対象とした介入的研究（実際の地域を対象に手法の検証を行う実践的研究）
によって、複数集落が連携して棚田再生計画を作成するためのワークショップ手法を開発しました。 

Step１ 集落連携の契機  
異なる集落の住民が一堂に会し、地域づくりに向けて話し合うことが可能なテーマでワークショップを実施します。中央地区で

は、廃校リニューアル・ワークショップを契機に小学校区の3集落が連携し、それが棚田再生活動まで展開しています。表１ 
Step２ 棚田点検マップの作成   
住民自身が棚田を一筆調査して点検マップを作成し、棚田の現状を再認識します。①まず参加者を、棚田を２時間程度で踏査
できる班に分け、班毎に棚田の耕作状況を一筆調査します。②耕作状況を「○：耕作」、「△：管理」、「×：放棄」の３区分で記録
し、会場に戻った班から点検結果を図面に書き入れ、棚田点検マップを完成します。③班毎に荒廃状況（雑草や法面の状況な
ど）を発表し、参加者間で情報の共有化をはかります。図１ 

Step３  耕作放棄ハザードマップの作成   
①現在「管理だけ」の棚田は10年後には「放棄され
る」と仮定し、②現在耕作されている棚田に関して
は、10年後の耕作者年齢が75歳以上でかつ後継者
が戻ってこないと見込まれる棚田を「放棄される」と
仮定し、10年後の予想図（耕作放棄ハザードマッ
プ）を作成します。図２ 

Step４ 棚田再生計画の作成   
棚田点検マップ、耕作放棄ハザードマップに基づい
て地域住民が棚田再生計画を作成します。中央地
区の棚田の場合、①荒廃の拡大が予想される棚田
西側に耕作道を整備し、②廃校施設の一部を味噌
加工場に改造する計画に合わせて耕作放棄地を大
豆圃場に再生するなど、棚田の現状と将来像を踏
まえた上で、廃校活用とリンクした棚田再生計画が
作成されました。図３ 

 

 表１　集落連携による棚田再生のプロセス（高知県いの町中央地区）

2004年8月 集落点検ワークショップ 寺野

2004年9月 構想づくりワークショップ 寺野

2005年3月 集落再生プラン完成 寺野

2006年10月 廃校リニューアル・ワークショップ 中央

2007年4月 同窓会（お花見） 中央

2007年8月 棚田点検ワークショップ 中央

2008年5月 棚田再生計画作成 中央

2008年7月 農山漁村地域力発掘支援モデル事業採択 中央

注）「寺野」は寺野集落単独の活動、「中央」は中央地区（学校区：３集落共同）の活動

図１棚田点検マップ 図２耕作放棄ハザードマップ（10年後） 図３ 棚田再生計画（住民による作業図） 
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